
 

 

 

 

 

 

『与え合う心を育みましょう』 

 

 冬らしい寒さを感じるようになった中、今年も早いもので残すところ１か月余りと

なりました。インフルエンザが流行し、医療機関では検査キットが不足しているとい

う噂を耳にしています。保育園でも罹患する子が増えてきているので、蔓延しない

ことを願うばかりです。 

 さて、１２月はカトリック保育園にとって神様の誕生をお祝いする大切な月となり

ます。中でも１５日（金）に予定しているクリスマス祝い会では、子ども達が神様や保

護者の方々へのクリスマスプレゼントとして遊戯や劇を披露します。一人ひとりの

成長した姿を見て頂き、その喜びを皆で分かち合える場であって欲しいと思います。

生誕劇を演じる４、５歳児は配役を決める時点で何度か話し合いが行われました。

すぐに希望通りの役に就き満足した子、反対になりたかった役が友だちと重なり、

断念せざるを得なかった子等々。どうすれば良いのか子どもたちなりに悩み、一生

懸命考えた末、別の役にも挑戦してみようかという気持ちが生まれ“生誕劇はみん

なの力で作られる”ということに気付き練習に励んでいる背景に、目を向けて頂き

たいと思います。 

 とかく私たち大人は、自分のことに過集中し、他者の事を考えられなくなってしま

う事が度々あります。上記した様に友だちや周りのことを考え我慢したり、譲り合

ったりした子どもの姿を見習い『与え合い』『譲り合い』の精神で過ごす１２月と致し

ましょう。 

                                 ＜ 園長 山田 紅美子 ＞ 

 

 

行 事 予 定 

１日（金）静修の日（３，４，５歳児） 

７日（木）クリスマス祝い会総練習（１，２，３歳児） 

８日（金）クリスマス祝い会総練習（4，5歳児） 

  ※全園児８時４５分まで登園して下さい 

15日（金）クリスマス祝い会 

※詳しくは案内状や後日配布するプリントを確認して下さい 

2０日（水）誕生会 

22日（金）クリスマス礼拝 

29日（金）～1月 3日（水）年末年始休み 

＊年末年始休み中の緊急の連絡は園携帯電話までお願いします。 

園携帯    ０９０－２９９９－９１７１   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

す ぎ の 子 通 信 
古川東町カトリック保育園  令和 5年度 1２月号 

お ね が い 

毎月３～５歳児に副食代・主食代の集金袋を渡していますが、配布

後５日以内、平日の登園時に保育士へ直接手渡しで納めて下さい。

（会計の処理の都合上夕方や土曜日は避けて下さい。） 

また、絵本代等お金を支払う場合も、保育士に直接手渡しでお願い

します。 

※大崎ホーム訪問は

中止となりました。 



今月の目標 『与え合う心を育みましょう』 

 

ばんび組（0歳児） 

◎歌や楽器遊びを通して音楽に親しみを持つ 

 

ひよこ組（1歳児） 

◎音楽に合わせて体を動かす楽しさを知る 

 

ことり組（2歳児） 

◎リズム遊びや劇あそびなどの表現遊びを楽しむ 

 

こねこ組（3歳児） 

◎冬の生活の仕方を知り、身の回りのことを自分でしようとする 

 

うさぎ組（4歳児） 

◎劇や遊戯等、表現する喜びを味わい、共有する 

 

ひつじ組（5歳児） 

◎共通の目標に向かって協力して取り組み、発表する楽しさや 

やり遂げた達成感を味わう 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

●気温が低くなってきましたので、帽子を冬用に変え、 

園の帽子はお家で保管してください。手袋はお子さんの 

発達に合わせて五本指型、またはミトン型の物を持たせて 

下さい。      名前の記入を忘れずに！！ 

また、こねこ組、うさぎ組、ひつじ組は、ジャンパーをフックに掛ける 

ので、ループをつけて下さい。ループは掛けやすいようにゆとりの 

ある大きさにして下さい。お願いします。 

 

 

●１２月２８日より前に年末休みに入る方は、タンスの中の着替え 

などをお返ししますので、知らせて頂けると助かります。 

 

 

  

                         

       

 

                 

嘔吐下痢症（おうとげりしょう） 

嘔吐下痢症は、突然吐いたり、激しい下痢を１日に何度も繰り

返したりします。特に乳幼児がかかりやすく、脱水症状からひき

つけを起こすなど、重症化することがあります。激しくぐずる、一

日中ぐったりと寝ている、唇や口の中が乾いている、おしっこの

量が減っているなどの症状が見られたら、すぐ医師にかかりまし

ょう。タオルなどの共有を避け、手洗い・うがいをこまめに行うこ

とが感染予防につながります。 

下痢の症状があれば、入浴は一番最後にするか、シャワーだけ

にしたほうがよいでしょう。食事は油物を避け、野菜スープや味

噌汁などの温かい物を薄味にして食べさせましょう。また、りん

ごやにんじんには整腸作用があるので、りんごのすりおろしを与

えたり、にんじんをおかゆに混ぜて調理するのもお勧めです。 


